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平成25年期会長基本方針

1.総力結集
「母校愛」の深い校友を軸とした全校友の更なる
「校友」意識の高揚と「母校支援」を図る。

① 全校友数 約 40余万名
・住所判明校友数 30余万名
・学生会員は毎年 約6000名が増加する。

② 支部組織数 約250団体
③ 会費納入者数 約 10余万人



「母校愛」を具現化する組織の構成

① 代議員数 ～1500名
・地域支部組織、各種団体、職域、OB会等より選出の

「母校愛意識の高い校友」

② 常議員数 ～70名
本部役員役職数 会長 １名 副会長 ５名

部長 6名 副部長 18名 計30名

③ 校友評議員数 50名/97名
④ 校友・理事数 10名/36名



平成25年期・校友会活動の指針

1. 校友・理事の母校運営参画意識の更なる向上

2. 校友・評議員の諮問機関意識の醸成

評議員会：4つの小委員会（分科会）活動の充実(具体案)
① 母校財政の把握

② 少子化に伴う「高大連携策」等の深耕

③ 専門職大学院の動向

④ ＳＦ入試制度について

⑤ 母校の教職員給与の実情把握

3. 常議員の校友会・本部事業の充実・強化の推進

4. 代議員の地域支部活動参加・充実発展の助力

5. 校友の積極的な校友会活動への参加

6. 「母校創立130周年事業の支援」



2.熟慮断行

「校友会活動」を具体的に推進する。
① 学生会員を対象とした校友会啓蒙活動。
② 健全財政の維持。
③ 校友会年間活動行事の充実。
④ 地域支部活動支援。
⑤ 職域支部組織の充実・拡大。
⑥ 海外支部の設立支援・充実。
⑦ 母校への貢献策の検討と実施。



3. 母校創立130周年事業の支援

法人・教学の具体的な諸事業については

平成26年6月より開始された。

「校友会」の事業計画も130周年事業として

各位の思いを反映して、具体的な取り組みを
開始する。

各位の「創意・工夫・提案」をお願いします。



母校創立130周年事業の支援策

 校友会130周年事業の開催

 母校130周年募金事業への協賛

 母校の建学の父 「児島惟謙先生」の顕彰

 母校・発祥の地・「願宗寺」のモニュメント建立

 「蜂須賀・桜」の植樹活動

 「堂島川・地域フェスティバルの協賛」

 「関西大学フェスティバルin九州」

 全国地域支部の130周年事業の支援

（各支部での記念事業等の申請を期待しています。）



創立130周年記念事業に総力結集を

今期執行部は４年の任期の前半
が過ぎます。

２年前に掲げた、力点を置く目標、
および取り組みは次の通りです。

『強い関西大学』を支える『元気な校
友会』を会是とし、「総力結集」「熟慮
断行」「母校創立１３０周年記念事業
の成功」をスローガンに、「校友」意
識の高揚と「母校支援」をはかり、
「母校愛」を具現化する「校友会活
動」を推進していくことを決定してい
ます。



平成26年度校友総会を開催
BIGホール100に700人が集う

組織特別顕彰
：18団体

個人功労表彰
は：39人

10月19日



「国土強靱化と関西の未来」テーマに
藤井聡京都大学大学院教授が講演

、京都大学大学院
工学研究科教授
で第２次安倍内閣
の内閣官房参与
を務める藤井聡氏
が「国土強靭化と
関西の未来」と題
して講演。



留学生別科秋学期入学式
9ケ国・地域から59人

９月19日、南千里国際プラ
ザで留学生別科26年度秋
学期入学式が行われた。

インドネシア、韓国、タイ台
湾、中国、ブラジル、フラン
ス、ベトナム、マレーシア
の９ケ国・地域から59人の
新入生が入学した。



「第四回関大寄席」
校友落語家の熱演に笑いはじけるに留学生も招待

平成23年から校友会の事業として開催している校友落語家に
よる「関大寄席」は、毎年満員の盛況をおさめているが、昨年
も10月11日（土）に天満天神繁昌亭で朝席として開催された。



創立１３０周年に校友の総力結集を
校友会新年互礼会に２７０余人集う



6100余人の関大生が社会での活躍を胸に学舎巣立つ

平成27年3月20日



関西大学創立130周年記念事業の大要

 1. 千里山キャンパスへの新しいアクセス空
間の整備など、各キャンパスにおける「地域
連携地域貢献」を促進する様々な取り組みを
実践します。

 2. 「考動する関大人」を具現化すべく「関西
大学グローバルフロンティアプログラム

（ＫＵＧＦ）」を開発・提供し、グローバルリー
ダーの育成に努めます。



 3. 「大阪」をキーワードに「関西大学なにわ

大阪研究センター」を設立し、「総合科学」の
観点から、その成果を学内外に発信します。

 4. 産学官連携の新たな研究拠点「関西大学

イノベーション創生センター」を設立し、最先
端の研究装置・設備群を擁する日本有数の
産学官連携・共同研究拠点を形成します。

 5. 関西大学の「学縁」を世界に広げ、奨学生

同士や卒業生・修了生との縦横無尽の交流
（縁）を創出します。



【実行計画（大要）】 予算: 40億円
1.千里山キャンパスの「知的創造空間」の創出 20億円

2.「関西大学グローバルフロンティアプログラム

（ＫＵＧＦ）」の開発･提供による次世代グローバル

リーダーの育成 6億円

3.「関西大学なにわ大阪研究センター」の設立 5千万円

4.「関西大学イノベーション創生センター」の設立9.5億円

5.「関西大学『学縁』給付奨学金制度」の構築および校友会、
教育後援会、併設校等との連携による「オール関大」とし
ての各種事業の実施 4億円



関大前駅北東側開発平面図

1. 千里山キャンパスへの新しいアクセス空間の整備

1.千里山キャンパスの「知的創造空間」の創出 20億円

緑の部分に「蜂須賀・桜」が植樹されます。

名神高速道路

千里山キャンパスに新たなアクセス

平成28年8月にはエスカレーター通路竣工予定



関大駅前バース

1. 千里山キャンパスへの新しいアクセス空間の整備

5年後には「蜂須賀・桜」が咲き誇ります



イノベーション・立面図

4. 産学官連携の新たな研究拠点

「関西大学イノベーション創生センター」を設立

4.「関西大学イノベーション創生センター」の設立 9.5億円

全学的なイノベーションセンターの設立

（理工系の先端研究に加え、社会科学系の分野も配慮）



イノベーション創生センター・イメージ図

4. 産学官連携の新たな研究拠点

図書館と悠久の庭の間の斜面地に！！

平成28年9月、竣工予定



梅田キャンパスの開設
本学が有する知的資源の社会還元を一層推進し、天六キャンバス

が長らく果たしてきた社会人教育の伝統を今日に継承する。

建物は、延床5,068.83平米、地上8階建てを予定



梅田キャンパス・エントランス・1Ｆ



梅田キャンパス・1F



創立130周年記念事業の実情

記念事業総額40億円、募金目標額20億円

【募金状況・平成27年3月現在】
・ 申し込み金額の累計 ５78,450,797円
・ 目標額に対して達成率； 28.9％

・ 校友会関係の累計 73,394,112円
・ 校友会・目標額 6億円に対して達成率； 12.23％



第4学舎の第2実験棟が竣工
「見える化」で施設を教材化

2014年９月11日



「法人慰霊祭」
21柱の芳名録を埋納11月13日に



「梅田サテライト・オフィス」11月5日開所



弁護士法人「あしのは法律事務所」開所

昨年11月に阪神百貨店

の南、大阪マルビルの東
隣という梅田の一等地に
ある梅田スクエアビルディ
ング14階に、関西大学の
支援を受けて開所した。

関西大学法科大学院と
の様々な連携を通じて、
大学にも寄与していきた
い。大仲土和氏

関西大学法科大学院教授



大阪大学の法科大学院と連携に関する
覚書を締結



合格者は前年比6人増
来年度は30人の大台に

公認会計士関大会（山田拓幸会長）

■公認会計士試験合格者数の推移表■
年度 本学合格者 全国合格者 比率
平26 26（14） 1,076 2.4%
平25 20（11） 1,149 1.7%
平24 29（9） 1,301 2.2%
平23 20（7） 1,447 1.4%
平22 30（10） 1,923 1.6%
平21 31（9） 1,916 1.6%



15年度一般入試・センター利用入試終わる
志願者数は1・6％減の8万2941人



「イオン液体リチウム二次電池」が
地球周回衛星での充放電試験に成功

、化学生命工学部の石
川正司教授（関西大学
先端科学技術推進機構
長）と山縣雅紀准教授
が開発した「イオン液体
リチウム二次電池」が、
地球周回軌道上での充
放電試験にイオン液体
電池として世界で初め
て成功した。



ポリ乳酸繊維と炭素繊維を用いた
世界初の圧電ファブリックを開発

システム理工学部
の田實佳郎教授と
帝人（株）が、世界
で初めてポリ乳酸
繊維と炭素繊維を

用いた圧電ファブ
リックを開発した。

システム理工学部の田實佳郎教授



北嶋弘一副会長が八尾市長表彰受賞

11月３日文化の日、八尾市文

化会館で開催された「八尾市
平成26年文化の日表彰式典」

において、北嶋弘一校友会副
会長（名誉教授）が、田中誠太
市長から表彰された。

北嶋副会長は、平成15年に

関西大学と八尾市との地域
連携協定が結ばれた際に、

その最初の事業として同年12月に地域中小企業のものづくりの

基盤技術向上を図る「八尾バリテク研究会」を立ち上げられた。



虎屋京都ギャラリーで刀匠・河内國平展開く

10月７日から13日
まで、京都市上京
区一条通にある、老
舗和菓子店「虎屋
京都ギャラリー」で、
平成26年新作名刀

展「正宗賞」受賞記

念の「河内國平展」
が開催された。



大学を去るに当たって
定年退職教授のお別れの言葉

未だ「書生」足りえず
文学部教授 橋 隆博

学歌作詞者・服部嘉香と
竹久夢二

文学部教授浜本 隆志



大学を去るに当たって
定年退職教授のお別れの言葉

さようなら関西大学
文学部教授 藪田 貫

「吹奏楽の関大」から
「法科の関大」へ

政策創造学部教授 孝忠 延夫



大学を去るに当たって
定年退職教授のお別れの言葉

研究室を巣立っていった
学生諸君の活躍に期待

化学生命工学部教授
越智 光一

「名誉教授」を誇りに
今後も研究を続けたい
会計専門職大学院教授

宮本 勝浩



海外校友会支部の現状
2014.10.1現在



北カリフォルニアに「シリコンバレー関大会」が発足「ロ
ス千里会」国際インターンシップ参加学生と交流会

今年も母校の国際インターンシッププログラムの開催に併せて、
現役学生とロサンゼルス千里会との交流会に参加するため、
本部から北嶋副会長、事務局から奥田が訪米した。



サイゴン千里会 パリ関大会

台湾OB会



上海関大会 香港千里会

泰国千里会 広東関大会



校友会本部との交流会と校友の
在インドネシア企業・工場を視察

JKT千里会

ＪＫＴ千里会は、11月16日
（日）にジャカルタで開催
された第１回ゴルフ関関
同立戦に、精鋭14人が新

調した揃いのユニフォー
ムを着て参戦。

ＪＫＴ千里会は、11月16日
（日）にジャカルタで開催
された第１回ゴルフ関関
同立戦に、精鋭14人が新

調した揃いのユニフォー
ムを着て参戦。



青島関大会

「青島関大会」として
定期的活動の推進図る



終始和やかに初の新年会
5月24日に第1回総会

泉州連合会（吉田常佳会長）



東海道新幹線開業50周年出発式で
竹中氏がくす玉割り

10月１日に開業50
周年を迎えた東海
道新幹線。新大阪
駅では、赤いカー
ペットの敷かれた26
番ホームで出発式
が行われ、来賓とし
て招待された竹中
賢一さん（昭42学
経）が、午前６時、東
京行きの始発「のぞ
み２００号」の出発に
合わせてくす玉を
割った。



130周年記念イベント実施に向け好スタート

１月17日午後、アクロス福岡に九州各支部から支部長、

幹事長が集まり、校友会本部の担当役員・事務局にも出
席を頂いて、創立１３０周年記念イベント「関西大学フェス
ティバルin九州」について話し合いが行われた。

「関西大学フェスティバルin九州」 福岡千里会



全卒業生数：5,778名

会員数;2220名

会員加入率；38.4％



支部別・平成17年度以降卒業会員数の構成
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支部別校友の会費納入率
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＜会長からの提言＞

21世紀総合学園を目指す、母校関西
大学の今後のご発展・活躍を祈念する
とともに、我々40余万校友はこの国の
歴史・文化を携え、且つこの国の行く
末を託せる学徒の育成を期待する。

そのため、我々は常に母校の動静を
注視し、母校の永続的な充実・発展の
ため、物心両面に渡って協力・援助す
ることを惜しまない。

平成27年3月28日

校友会 会長 寺内俊太郎



校友総会トピックス
「法科の関大」再建に向け尽力

叙勲受章者代表の
山田庸男氏

今年、春の叙勲において旭日
中綬章を受章され、校友総会で
は組織特別顕彰を受賞された関
大法曹会幹事長の山田庸男さん

現在、関大法曹会幹事長（他組
織では会長）の役職を担われて
おられますが、新たな後輩の輩
出のため、法科大学院の入学者
増加や合格率アップの施策につ
いて、教学の先生方への働きか
けや学生への教育支援などに奔
走されておられます。



校友総会トピックス

支部活動継続のため精進

個人功労表彰の
上山忠久氏

支部の活性化に女性目線で尽力

個人功労表彰の
小西節子さん



校友総会トピックス
大阪交通災害遺族会への
思いをバックボーンにして

個人功労表彰の
瀧川晃氏

個人功労表彰の
重延義樹氏

今後、若い力の集約に尽力



村角 謙一（平14学経高落 聡子（平2学社甲藤 聖二（平3学工）



1919年（大正8年）生まれ

長谷川 雅樹（臨16専2国）

1931年（昭和6年）生まれ

大村 計治（昭29学経） 日根 直人（昭28学法）

行本 章允（昭42学経）神藤 加代子（昭41学文）伊丹 英二（昭41学工）



今回は新規参加者が増加、
積極的加入活動実を結ぶ

宮崎千里会

26年度の宮崎千里

会（前村幸夫会長）
総会を、渡邊泰之校
友会副会長、黒田勇
学生センター所長、
白木成光福岡千里
会会長らを来賓に迎
え、10月25日にウエ

ルシティ宮崎で開催
した



出席者に平成卒が増える
新会長に山田和嘉氏選出

大分千里会

大分千里会（徳重忠男会長）の第63回総会と懇親会
が10月18日、大分オアシスタワーホテルで開かれた



8月に還暦の記念行事熊本県内校友の結集を

熊本県支部

（野々口瑞穂支部長）は、８月９日に熊本ホテルキャッスルで、渡邊
校友会副会長をはじめ九州支部連合会、九州各支部、同志社、関
西学院の代表の方々を来賓に迎え、熊本で活躍する老若男女（昭
和31年卒〜平成26年卒）の校友を含めて総勢49人の出席のもと、
26年度総会・懇親会を開催した



新調の幟背景に母校ＰＲ
佐賀県青春寮歌祭に参加 佐賀千里会

今年も、佐賀千里会（光武繁会長）の恒例行事として、
11月15日、第22回佐賀県青春寮歌祭に参加した。



世界空手道選手権大会女子形で
清水希容が金メダル

11月５〜９日にドイツ・

ブレーメンで開催され
た第22回世界空手道

選手権大会で、空手
道部の清水希容（文
３）が女子形の部で優
勝し、金メダルを獲得、
世界女王となった。



ＧＰシリーズ・スケートアメリカで
町田樹が優勝、同大会2連覇を達成

10月24日・25日にアメ

リカ・シカゴで行われた
フィギュアスケートのグ
ランプリ（ＧＰ）シリーズ・
スケートアメリカの男

子シングルで、アイスス
ケート部の町田樹（文
４）が優勝、昨年に続き
同大会２連覇を達成し
た。



スケートカナダでは宮原知子が初の銅メダル

11月１日にカナダのケロ

ウナで、フィギュアスケート
ＧＰシリーズ・スケートカナ
ダの最終日が行われ、女
子シングルで高等部２年
の宮原知子が自己最高

の３位に入り、同シリーズ
で初の表彰台に上がった



アジア競技大会空手女子形で清水が優勝

韓国・仁川で開催された
第17回アジア競技大会で、
10月２日に空手道競技女

子個人形が行われ、空手
道部の清水希容（文３）が、
決勝でベトナム選手を５―
０で下し金メダルを獲得し
た。



野球部が関西学生野球秋季リーグで19年・
39季ぶり34回目の優勝飾る



馬術部が史上初の全日4連覇達成
個人戦でも原（人１）が優勝飾る



拳法部女子が全日Ｖ4

11月23日に大阪府立

体育館で開催された
第59回全日本学生拳

法選手権大会で、拳
法部が女子団体で優
勝し、同大会４連覇を
達成した。



常勝アイスホッケー部
リーグ7連覇を達成！

９月20日〜11月30日
に関西大学アイスア
リーナ他で開催され
た第61回関西学生

アイスホッケーリー
グ戦で、アイスホッ
ケー部が優勝、７年
連続22回目のリーグ
優勝を果たした。



世界室内自転車競技大会
サイクルサッカーＢ2位

11月21〜23日にチェコ

で世界室内自転車競
技選手権大会が行わ
れ、サイクルサッカー
競技に村上裕亮（平23
商）と岡嶋紘次（平25
経）の自転車部ＯＢペ
アが日本の代表（関大
初のファーストチーム）
として出場した。



射撃部、全日団体総合
男女ともに準優勝飾る

10月30日〜11月３日に埼玉県長瀞射撃場で行われた第61回全
日本学生選手権大会兼第27回全日本女子学生選手権大会で、

射撃部は団体総合で男女ともに準優勝を飾った。同大会で男女
とも準優勝は、クラブとしては初めてのこと。



重量挙部の女子が創部初の団体優勝

11月20〜21日に和歌山市・片男波公園健康館で開催された

レディースカップ第６回全日本女子選抜ウエイトリフティング選手権
大会で、重量拳部が創部初となる団体優勝を果たした。



豊中市伝統芸能館で吟詠発表大会を開催

文化会吟詩部は11月24日に豊中市伝統芸能館で第61回吟詠発表

大会を開催した。この大会には、賛助校として明治大学、岡山大学、
関西学院大学、吟詩部ＯＢ・ＯＧ、一般市民等約50人の参加者が
あった。



吹田市観光ポスター夏秋大賞に山本洋帆（社2）

吹田商工会議所で９月２日、

吹田にぎわい観光協会主催
で実施された吹田市５大学
「吹田観光ポスターコンクー
ル」の表彰式が行われ、山本
洋帆（社２）が大賞を受賞した。

このコンクールは、吹田市内にある５つの大学（大阪大学、大
阪学院大学、関西大学、千里金蘭大学、大和大学）に通う学生
の視点を活かしながら、吹田の観光および吹田市のイメージ
キャラクターをＰＲし、地域振興に寄与することを目的に開催さ
れている。



大阪マラソンに協賛多くの学生・教職員参加

関西大学が協賛する

「第４回大阪マラソン〜
OSAKA MRATHON
2014〜」が10月26日に

開催され、４回目とな
る今回も、沿道には約

１３０万人が詰めかけ、
秋空の下、約３万人の
ランナーに大きな声援
が送られた。


